
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）

の
言
葉
と
表
記

　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
出
雲
国
風
土
記
は
風
土
記
選
進
を
命
じ
る
和
銅
六
一
七
二
三
年
の
詔
か
ら

二
十
年
も
後
の
天
平
五
一
七
三
三
年
に
勘
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
和
銅
の
詔

で
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
神
社
・
寺
院
の
記
事
や
兵
要
地
誌
的
内
容
の
記
事
な

ど
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
和
銅
の
詔
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た

解
文
（
原
風
土
記
）
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
記
事
の
付
加
・
補
修
の
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

え
ら
れ
た
も
の
が
現
存
本
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
成
立

過
程
が
想
定
さ
れ
る
現
存
本
の
文
章
に
は
、
和
化
漢
文
体
（
和
文
体
を
含
む
）

と
正
格
漢
文
体
（
以
下
、
漢
文
体
と
の
み
言
う
）
と
の
二
種
が
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
「
各
郡
の
前
半
と
後
半
と
に
わ
か
れ
、
他
の
風
土
記
の
如
く
混
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
、
極
め
て
よ
く
整
理
さ
れ
て
ゐ
る
」
状
態
に
あ
る
。
旦
一
体
的
に
は
、
地
名
の

由
来
や
説
話
伝
説
な
ど
は
和
化
漢
文
体
で
書
か
れ
、
山
川
の
記
事
以
降
は
漢
文

　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
　
野
　
　
政
　
　
治

体
風
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
意
宇
郡
の
前
半
に
あ
る
国
引
説
話
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
の
　
の
わ
か
く
に
な
る
か
も

　
　
國
引
坐
八
束
水
臣
津
野
命
詔
「
八
雲
立
出
雲
國
者
　
狭
布
之
稚
國
在
哉

　
　
は
つ
く
に
ち
い
さ
く
つ
く
ら
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
初
國
小
所
作
　
　
故
將
作
縫
」
詔
而
「
拷
衰
志
羅
紀
乃
三
埼
実
　
國
之

　
　
　
あ
り
や
と
み
れ
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
だ
つ
き

　
　
鹸
有
耶
見
者
　
國
之
験
有
」
詔
而
　
童
女
胸
銀
所
取
而
　
大
魚
之
支
太
衝

　
　
わ
け
て
　
　
　
は
　
た
す
す
　
き
ほ
に
ふ
り
わ
け
て
　
　
み
つ
み
　
の
つ
な
う
ち
か
け
て
　
　
し
も
つ
づ
ら
く
る
や
　
く
る
や

　
　
別
而
　
波
多
須
々
支
穂
振
別
而
　
三
身
之
綱
打
撞
而
　
霜
黒
葛
闇
々
耶
々

　
　
に
　
　
　
　
も
そ
ろ
も
そ
ろ
に
　
く
に
こ
く
に
二
と

　
　
爾
河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
爾
國
々
來
々
引
來
縫
國
者
自
去
豆
乃
折

　
　
絶
而
　
八
穂
爾
支
豆
支
乃
御
埼
　
以
此
而
　
堅
立
加
志
者
　
石
見
國
與
出

　
　
雲
國
之
堺
有
　
名
佐
比
責
山
是
也
　
亦
持
引
綱
者
　
薗
之
長
濱
是
也

の
ご
と
く
和
文
体
で
書
か
れ
、
例
え
ば
嶋
根
郡
の
後
半
に
あ
る
朝
酌
促
戸
の
渡

し
の
記
事
は
、

　
　
東
有
通
道
　
西
有
平
原
　
中
央
渡
　
則
筆
旦
東
西
　
春
秋
入
出
　
大
小
雑

　
　
魚
　
臨
時
來
湊
　
笙
邊
駈
骸
　
風
歴
水
衝
　
或
破
壊
窒
　
或
製
日
謄
　
於

　
　
是
被
捕
　
大
小
雑
魚
　
濱
課
家
閲
　
市
人
四
集
　
自
然
成
邸
ム
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
三



　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

の
ご
と
く
漢
文
体
に
整
え
ら
れ
て
い
る
（
引
用
は
原
則
的
に
古
典
文
学
大
系
本

に
よ
る
）
。

　
こ
の
両
文
体
の
文
章
に
関
連
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＠

先
ず
、
小
島
憲
之
氏
の
、

　
　
（
本
風
土
記
の
）
表
現
上
の
糧
は
漢
籍
よ
り
得
た
点
が
多
く
、
そ
れ
に
よ

　
　
つ
て
詔
の
内
容
を
記
述
す
る
。
ま
た
修
辞
の
方
面
に
於
て
は
、
山
川
草
木

　
　
禽
獣
な
ど
の
怪
異
を
述
べ
た
山
海
経
な
ど
を
参
考
に
し
、
特
に
文
選
語
の

　
　
利
用
、
そ
れ
に
よ
る
潤
色
は
著
し
い
。
こ
の
点
に
於
て
播
磨
な
ど
の
風
土

　
　
記
よ
り
も
漢
籍
の
利
用
は
著
し
く
、
文
選
特
に
そ
の
賦
の
語
句
は
自
家
薬

　
　
籠
中
の
も
の
と
し
て
ゐ
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
文
選
語
を
利
用
し
た
箇

　
　
所
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
が
、
特
に
各
郡
の
山
川
以
下
後
半
の

　
　
部
分
に
多
く
、
こ
の
部
分
は
漢
文
体
的
で
あ
る
。

と
い
う
指
摘
は
、
漢
文
体
の
文
章
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら

小
島
氏
は
、

　
　
こ
の
や
う
な
述
作
は
、
和
銅
の
詔
に
近
い
頃
で
は
成
書
と
し
て
の
完
成
は

　
　
容
易
で
は
な
い
。
現
存
本
の
天
平
五
年
の
勘
造
ま
で
に
は
、
や
は
り
国
庁

　
　
を
中
心
と
す
る
文
章
上
の
補
訂
潤
色
の
ほ
か
に
、
（
中
略
）
兵
要
地
誌
的

　
　
な
記
事
の
付
加
、
或
は
爾
雅
な
ど
の
漢
籍
に
よ
る
物
産
考
証
の
記
載
な
ど

　
　
も
行
は
れ
た
も
の
と
云
へ
る
。
も
し
か
り
に
、
出
雲
国
風
土
記
の
成
立
を

　
　
下
命
後
二
十
年
を
経
た
天
平
期
の
勘
造
そ
の
ま
ま
を
認
め
る
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
四

　
　
そ
の
問
に
幾
度
か
の
潤
色
上
の
過
程
が
あ
つ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な

　
　
い
。

と
い
う
結
論
を
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
、
和
化
漢
文
体
の
文
章
に
関
し
て
は
、
沖
森
卓
也
氏
に
、

　
○
「
踊
躍
為
」
（
大
原
郡
佐
世
郷
条
）
の
「
為
」
は
敬
語
動
詞
を
構
成
す
る

　
　
接
尾
語
ス
に
相
当
す
る
も
の
で
（
す
な
わ
ち
ヲ
ド
リ
ス
で
は
な
く
ヲ
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ら
す

　
　
ス
）
、
こ
の
よ
う
な
「
為
」
の
用
法
は
「
告
為
」
（
巻
４
・
五
九
〇
）
な
ど

　
　
の
例
の
あ
る
萬
葉
集
の
表
記
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
将
要

　
　
給
為
而
」
（
神
門
郡
八
野
郷
条
）
等
の
「
将
…
為
而
」
（
…
む
と
し
て
）
の

　
　
形
は
、
上
の
句
を
受
け
た
「
為
」
を
後
置
さ
せ
て
い
る
点
で
古
事
記
の

　
　
「
為
将
…
」
「
将
為
…
而
」
よ
り
更
に
和
化
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
し
も
つ
づ
ら
　
く
る
や
く
る
や
　
　
に

　
○
「
霜
黒
葛
闇
々
耶
々
ホ
」
（
意
宇
郡
条
）
に
お
け
る
二
音
節
訓
仮
名
の

　
　
「
闇
」
の
用
法
は
古
事
記
よ
り
更
に
和
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
耶
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
け
　
や

　
　
は
表
意
的
側
面
を
も
持
つ
訓
仮
名
で
あ
る
が
、
萬
葉
集
の
「
波
之
異
耶

　
　
し
マ
マ

　
　
之
」
　
（
巻
６
・
一
〇
五
九
）
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ら
　
か
　
し
た
ま
ふ
と
も

　
○
正
訓
字
に
続
く
付
属
語
が
「
宇
良
加
志
給
靹
」
　
（
仁
多
郡
三
沢
郷
条
）
の

　
　
よ
う
に
借
訓
字
表
記
さ
れ
る
の
は
、
古
事
記
で
は
地
の
部
分
に
は
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
へ
ど
も

　
　
な
い
も
の
で
あ
り
、
萬
葉
集
の
「
思
靹
」
　
（
７
・
一
二
〇
七
）
な
ど
と
の

　
　
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
沖
森
氏
は
、



　
　
総
じ
て
本
風
土
記
の
文
体
は
『
古
事
記
』
や
続
紀
宣
命
の
表
記
の
枠
を
越

　
　
え
て
お
り
、
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
非
略
体
表
記
の
よ
う
な
も
の
に
近
い

　
　
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
和
化
の
度
合
の
高
い
表
記
は
天
平
五

　
　
年
（
七
三
三
）
の
成
立
と
い
う
時
代
性
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
、
…

と
い
う
結
論
を
出
さ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
両
文
体
の
文
章
と
も
に
、
和
銅
の
頃
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

い
特
徴
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
想
定
さ
れ
る
「
原
風
土
記
」
の
文
章

は
、
現
存
本
の
も
の
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
そ
の
「
原
風
土
記
」
と
の
異
な
り
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
で
相
違

す
る
よ
う
で
あ
る
。
漢
文
体
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
兵
要
地
誌
的
な

記
事
が
象
徴
す
る
よ
う
に
「
原
風
土
記
」
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、

あ
っ
た
と
し
て
も
漢
文
体
的
文
章
に
整
え
る
た
め
に
言
葉
そ
の
も
の
の
改
変
が

行
わ
れ
た
り
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
和
化
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
部

分
は
、
既
に
「
原
風
土
記
」
か
ら
同
じ
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
が
存
在
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
、
勘
造
の
際
な
ど
の
書
き
換
え
は
表
記
の
仕
方
に
限
る
も
の

で
あ
っ
て
、
言
葉
そ
の
も
の
を
改
変
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
和
化
漢
文
体
は
伝
承
さ
れ
た
内
容
を
言
葉
そ
の
ま
ま

に
伝
え
る
た
め
に
敢
え
て
保
た
れ
た
文
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
和
化
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
和
銅
の
頃
の
「
原
風

土
記
」
の
文
章
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
く
、
国
庁
に
お
い
て
新
た
に
書
か
れ

　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、

の
例
外
的
存
在
の
文
章
の
言
葉
と
表
記
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

そ

　
小
島
氏
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
各
郡
の
文
章
は
山
川
の
記
事
以
降
と
以
前
と

で
、
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
文
体
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
反
す
る

箇
所
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。

　
そ
の
う
ち
特
に
注
目
す
べ
き
箇
所
が
二
箇
所
あ
る
。
一
っ
は
、
漢
文
体
的
特

徴
の
濃
い
文
章
が
存
在
す
る
嶋
根
郡
後
半
の
記
事
に
、
「
加
賀
楠
埼
印
有
窟

高
一
十
丈
許
　
周
五
百
二
歩
許
　
東
西
北
通
」
の
割
註
と
し
て
存
在
す
る
和
化

漢
文
体
の
文
章
で
あ
る
。

　
　
所
謂
佐
太
大
楠
所
産
坐
也
。
産
坐
臨
時
、
弓
箭
亡
坐
。
爾
時
、
御
租
碑
魂

　
　
命
御
子
　
枳
佐
加
比
責
命
願
「
吾
御
子
　
麻
須
羅
神
御
子
坐
者
、
所
亡
弓

　
　
箭
出
來
」
願
坐
。
爾
時
、
角
弓
箭
　
随
水
流
出
。
爾
時
、
取
弓
詔
「
此
弓

　
　
者
、
非
吾
弓
箭
」
詔
而
、
螂
廃
給
。
又
、
金
弓
箭
流
出
來
。
即
待
取
之
坐

　
　
而
、
「
闇
警
窟
哉
」
詔
而
、
射
通
坐
。
即
、
御
租
支
佐
加
比
責
命
杜
、
坐

　
　
此
庭
。
今
人
、
是
窟
邊
行
時
、
必
聲
礒
礒
而
行
。
若
密
行
者
、
楠
現
而
、

　
　
瓢
風
起
、
行
船
者
必
覆
。

　
も
う
一
っ
は
、
逆
に
和
化
漢
文
体
で
書
か
れ
る
の
が
一
般
の
位
置
に
漢
文
体

的
特
徴
の
濃
い
文
章
が
存
在
す
る
例
で
あ
る
が
、
意
宇
郡
前
半
（
安
来
郷
）
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
五



　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

ワ
ニ
（
鮫
）
に
娘
を
殺
さ
れ
た
語
臣
猪
麻
呂
が
復
讐
を
遂
げ
た
話
を
伝
え
る
文

章
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
語
臣
猪
麻
呂
之
女
子
　
遣
逢
件
埼
　
避
遁
遇
和
爾
　
所
賊
不
販
　
爾
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
父
猪
麻
呂
　
所
賊
女
子
　
置
鰍
濱
上
　
大
護
苦
憤
　
號
天
踊
地
　
行
吟
居

　
　
嘆
　
書
夜
辛
苦
　
無
避
敏
所
　
作
是
之
問
　
経
歴
敷
日
　
然
後
　
興
懐
慨

　
　
志
　
磨
箭
鋭
鋒
　
撰
便
鹿
居
　
即
撞
訴
云
　
「
（
中
略
）
」
者
　
爾
時
　
有

　
　
須
央
而
　
和
爾
百
鹸
　
静
園
続
一
和
爾
　
徐
率
依
來
　
從
於
居
下
　
不
進

　
　
不
退
　
猶
園
続
耳
　
爾
時
　
撃
鋒
而
刃
中
央
一
和
爾
　
殺
捕
已
詑
　
然
後

　
　
百
鹸
和
爾
解
散
　
殺
割
者
　
女
子
之
一
脛
屠
出
　
価
和
爾
者
　
殺
割
而
桂

　
　
串
　
立
路
之
垂
也

　
前
者
は
、
各
郡
の
前
半
に
あ
る
説
話
伝
説
の
記
事
と
同
様
に
、
和
銅
の
頃
に

各
郡
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
割
註
部
分
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

か
ら
、
特
に
漢
文
体
に
整
え
直
さ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
後
者
の
文
章
の
漢
文
的
特
徴
に
つ
い
て
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
よ

「
號
天
踊
地
」
（
天
に
號
び
地
に
踊
り
）
・
「
行
吟
居
嘆
」
（
行
き
て
吟
ひ
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
そ
ぷ
　
　
　
　
た
ま
さ
か
に
　
　
　
い
き
ど
ほ
る
　
　
　
ふ
　
る
　
　
　
い
き
ど
ほ
る
　
　
　
か
く

嘆
き
）
等
の
対
句
や
「
遣
逢
」
「
避
遁
」
　
「
苦
憤
」
　
「
経
歴
」
「
懐
慨
」
　
「
園

む綾
」
（
訓
み
は
古
典
全
書
本
）
等
々
瀕
出
す
る
漢
語
的
字
面
、
さ
ら
に
「
猶
園

綾
耳
」
の
「
耳
」
は
四
字
句
に
揃
え
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の

　
　
ゆ

で
あ
り
、
「
遣
逢
件
埼
」
の
「
件
」
ま
た
「
殺
捕
已
詑
」
の
「
已
詑
」
な
ど
の

文
書
用
語
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
こ
の
位
置
に
使
用
さ
れ
る
の
も
同
様
の
意
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
六

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
件
」
は
本
来
「
上
件
」
「
前
件
」
の
よ
う
な
形
で

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
本
風
土
記
に
も
「
前
件
」
三
例
・
「
右
件
」
　
一
例

が
見
え
る
）
、
こ
の
よ
う
に
一
字
で
用
い
ら
れ
る
の
は
本
来
的
な
用
法
で
は
な

　い
。
そ
の
よ
う
な
使
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
四
字
句
に
整
え
よ
う
と
す
る

意
識
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
語
臣
猪
麻
呂
説
話
の
引
用
部
分
の
前
に
は
「
飛
鳥
浄
御
原

御
宇
天
皇
御
世
、
甲
戌
年
七
月
十
三
日
」
と
あ
り
、
引
用
部
分
の
後
に
は
割
註

で
「
安
來
郷
人
　
語
臣
與
之
父
也
。
自
爾
時
以
來
至
干
今
日
、
経
六
十
歳
」
と

あ
る
。
飛
鳥
浄
御
原
御
宇
天
皇
御
世
の
甲
戌
年
（
天
武
三
年
）
か
ら
六
十
年
目

は
、
本
風
土
記
勘
造
の
年
の
天
平
五
年
に
あ
た
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
章
は

天
平
五
年
に
国
庁
に
お
い
て
勘
造
の
際
に
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
文
章
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
文
章
は
他
の
説
話
伝
説
と
は
異
な
り
、
漢
文
体
に
な
っ
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
語
臣
猪
麻
呂
説
話
は
、
「
現
在
の
実
話
を
語
つ
て
ゐ
る
だ
け
に
、
文
章

も
祈
念
の
文
句
も
注
意
」
（
古
典
全
書
）
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
引
用
部
分
で

中
略
と
し
た
猪
麻
呂
の
祈
念
の
文
句
は
次
の
よ
う
に
和
化
漢
文
体
で
書
か
れ
て

い
る
。

　
　
天
疎
千
五
百
萬
　
地
砥
千
五
百
萬
　
井
當
國
静
坐
三
百
九
十
九
肚
　
及
海

　
　
若
等
　
大
肺
之
和
魂
者
静
而
　
荒
魂
者
皆
悉
依
給
猪
麻
呂
之
所
乞
　
良
有

　
　
疎
露
坐
者
　
吾
所
傷
給
　
以
此
知
殖
露
之
所
疎



　
こ
の
部
分
だ
け
が
文
体
を
異
に
す
る
の
は
、
祈
念
の
文
句
で
あ
り
、
言
葉
そ

の
も
の
を
再
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
表
記
史
を
た
ど

る
場
合
、
和
化
漢
文
体
ま
た
和
文
体
で
書
か
れ
た
文
章
が
特
に
注
目
さ
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
掲
沖
森
氏
の
論
文
も
こ
の
観
点
か
ら
こ
の
文
体
を

対
象
と
す
る
研
究
で
あ
っ
た
。
本
稿
も
ま
た
同
様
の
目
的
か
ら
、
確
実
に
天
平

五
年
の
時
点
で
書
か
れ
た
例
と
し
て
猪
麻
呂
の
祈
念
の
言
葉
と
そ
の
表
記
法
を

特
に
取
り
上
げ
た
い
。

　
た
だ
、
こ
の
短
い
文
句
の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
訓
み
が
定
ま
ら
な
い
部
分
が

あ
る
。
先
ず
「
良
有
楠
霊
坐
者
」
は
、

　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ま

　
　
イ
　
良
に
神
霊
有
る
こ
と
坐
さ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
葉
緯
本
）

　
　
口
　
良
に
神
霊
坐
す
こ
と
有
ら
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
野
本
）

　
　
ハ
　
良
に
神
霊
し
坐
し
ま
さ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
典
全
書
本
）

　
　
二
　
良
に
神
霊
有
ら
ま
せ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
典
大
系
本
）

　
　
ホ
　
良
に
神
霊
に
有
ら
ま
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
橋
寛
『
日
本
語
に
探
る
古
代
信
仰
』
）

な
ど
の
訓
み
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
イ
・
口
の
訓
み
は
「
有
」
「
坐
」
を
と
も

に
動
詞
用
法
と
理
解
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ハ
の
訓
み
に
比
べ
て
不
自
然
を
言

葉
づ
か
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
ハ
は
「
有
」
を
不
読
に
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
和
化
漢
文
体
ま
た
和
文
体
で
は
、
不
必
要
な
も
の
は
（
少
な
く

と
も
文
中
で
は
）
書
か
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、
こ
の
「
有
」
の
処
理
に
は
疑

　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
一
出
雲
国
風
土
記
一
の
言
葉
と
表
記

問
が
持
た
れ
る
。
二
は
「
坐
」
を
「
助
動
詞
マ
シ
の
未
然
形
。
居
ル
の
敬
語
マ

ス
の
活
用
形
で
は
な
い
」
と
す
る
。
ホ
も
同
様
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
も
し
、

こ
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
「
坐
」
が
そ
の
よ
う
な
語
の
用
字
と
し
て
用
い
た
例

は
他
に
見
出
さ
れ
な
い
の
で
注
目
す
べ
き
例
と
な
る
が
、
上
代
で
は
助
動
詞
マ

シ
の
未
然
形
は
、
マ
シ
と
呼
応
し
て
、
反
実
仮
想
の
表
現
に
の
み
使
用
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

こ
の
場
合
に
適
し
な
い
。

　
続
く
「
吾
所
傷
給
」
も
ま
た
、

　
　
イ
　
吾
が
傷
め
る
を
助
け
給
へ
　
　
　
（
内
山
真
竜
『
出
雲
風
土
記
解
』
）

　
　
口
　
吾
を
傷
ら
し
め
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
典
全
書
本
）

　
　
　
　
　
　
そ
こ
な

　
　
ハ
　
吾
に
傷
は
し
め
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
典
大
系
本
）

な
ど
と
訓
ま
れ
（
イ
は
「
傷
助
給
」
と
「
助
」
を
補
う
）
、
さ
ら
に
萬
葉
緯
本

　
　
　
ニ
　
　
ノ
　
　
ソ
コ
ナ
フ
　
ヘ

に
は
「
吾
所
レ
傷
　
給
」
と
あ
り
、
「
和
ホ
乎
」
（
「
乎
」
は
疑
問
の
助
詞

「
か
」
で
、
「
和
ホ
」
の
脱
か
の
意
）
と
い
う
傍
書
が
「
傷
」
と
「
給
」
の
間
に

挿
入
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

　
　
二
　
吾
に
傷
な
ふ
所
の
和
爾
を
給
へ

と
訓
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
「
傷
」
の
訓
み
は
措
き
、
こ
の
「
吾
所
傷
給
」
で
は

「
所
」
と
「
給
」
の
理
解
の
仕
方
が
揺
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
所
」
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
は
、
イ
は
完
了
の
助
動
詞
、
口
は
尊
敬
の
助
動
詞
、
ハ
は
使
役
の
助
動
詞
、

二
は
所
謂
接
続
代
名
詞
的
用
法
と
理
解
さ
れ
、
「
給
」
に
っ
い
て
は
、
イ
・

口
・
ハ
は
補
助
動
詞
用
法
、
二
は
本
動
詞
用
法
と
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
七



る
。

語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

３

　
訓
み
が
定
ま
ら
な
い
場
合
、
国
語
学
的
な
検
討
と
平
行
し
て
、
別
の
観
点
か

ら
蓋
然
性
の
高
い
訓
み
を
探
る
試
み
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
猪
麻
呂
の
言
葉

の
場
合
は
、
ウ
ケ
ヒ
を
利
用
し
、
神
を
脅
迫
し
て
、
願
い
ご
と
を
聞
き
届
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

よ
う
に
仕
向
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
場
合
の
ウ
ケ
ヒ
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
Ａ
で
あ
れ
ば
ａ
の
事
態
が
（
Ｂ
で

あ
れ
ば
ｂ
の
事
態
が
）
起
き
る
」
と
定
め
て
お
き
、
実
際
に
起
こ
っ
た
ａ
（
ま

た
は
ｂ
）
に
よ
っ
て
、
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
ト

　
　
　
＠

占
で
あ
る
。

　
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

Ｉ
Ｏ
若
、
有
天
人
之
姻
者
、
来
覆
我
上
、
若
、
有
荒
賊
之
姻
者
、
去
廃
海
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
陸
国
風
土
記
）

　
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
若
、
国
神
之
子
者
、
産
不
幸
、
若
、
天
神
之
御
子
者
、
幸
。
　
（
神
代
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

１
　
朕
西
欲
求
財
国
、
若
、
有
成
事
者
、
河
魚
飲
鉤
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

　
＠
因
拝
此
大
神
、
誠
有
験
者
、
住
是
鷺
巣
池
之
樹
鷺
乎
、
宇
気
比
落
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
垂
仁
記
）

　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

　
＠
誠
有
欲
吾
祀
者
、
此
幡
順
風
飛
往
、
墜
願
吾
之
神
辺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
前
国
風
土
記
）

Ａ

ａ

二
七
八

　
＠
吾
御
子
、
麻
須
羅
神
御
子
坐
、
所
亡
之
箭
出
来
。
　
（
出
雲
国
風
土
記
）

　
１
の
よ
う
に
「
Ａ
な
ら
ば
ａ
，
Ｂ
な
ら
ば
ｂ
」
と
完
全
な
形
で
表
現
す
る
場

　
　
　
も
し
　
　
ぱ

合
は
、
「
若
Ａ
者
ａ
、
若
Ｂ
者
ｂ
」
と
書
か
れ
、
「
若
」
「
者
」
が
省
略
さ
れ
る

こ
と
は
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、
皿
の
よ
う
に
「
Ｂ
な
ら
ば
ｂ
」
を
省
略
す
る
場

合
は
、
「
若
」
の
語
を
省
く
こ
と
が
多
く
、
例
＠
の
よ
う
に
「
者
」
が
無
表
記

の
場
合
も
あ
る
。
問
題
と
す
る
猪
麻
呂
の
言
葉
も
ー
の
形
で
あ
り
、

　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

　
　
良
有
神
霊
坐
者
　
吾
所
傷
給

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
続
く
「
以
此
知
榊
霊
之
所
碑
」
（
こ
こ
を

も
ち
て
神
霊
の
神
た
る
所
を
知
ら
む
。
こ
の
訓
み
に
つ
い
て
は
後
述
）
と
い
う

言
葉
は
、
「
Ａ
な
ら
ば
ａ
」
を
逆
転
さ
せ
て
、
「
（
現
実
に
ａ
の
事
態
が
起
こ
っ

た
な
ら
ば
）
、
そ
れ
で
Ａ
で
あ
る
と
認
め
よ
う
」
と
ダ
メ
を
お
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
「
Ａ
な
ら
ば
ａ
」
を
「
ａ
な
ら
ば
Ａ
」
と
逆
命
題
の
形
で
言
う
、

　
　
も
し
　
　
や
つ
か
れ
が
う
め
ら
む
　
こ
れ
た
を
や
め
ら
ぱ
　
き
た
な
き
こ
こ
ろ
あ
り
と
お
も
ほ
せ
　
　
も
し
　
　
こ
れ
ま
す
ら
を
な
ら
ぱ
　
き
よ

　
　
如
、
吾
所
生
　
　
是
女
者
　
　
則
可
以
為
有
濁
心
、
若
、
是
男
者
、
　
則

　
　
き
こ
こ
ろ
あ
り
と
お
も
ほ
せ

　
　
可
以
為
有
清
心
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
紀
本
文
）

の
例
と
同
じ
よ
う
な
言
い
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
疎
霊
之
所
梯
」
と
「
良

有
梯
霊
坐
」
と
は
同
様
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
以
此
知
疎
霊
之
所

梯
」
の
部
分
は
「
そ
う
し
た
ら
神
霊
が
本
物
の
神
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
ま
し
ょ

＠
う
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
即
ち
神
霊
の
真
偽
を
内
容
と
す
る
。
と
す

る
と
、
「
良
有
神
霊
坐
者
」
の
訓
は
、
神
霊
の
存
在
を
問
う
形
に
な
る
も
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
も
、
神
霊
の
真
偽
を
問
う
形
の
も
の
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。



　
一
方
、
ａ
の
「
吾
所
傷
給
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
実
際
に
起
こ
っ
た
事
態

か
ら
推
測
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
し
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
に
も
も
あ
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
に
　
　
　
か
　
く

　
　
そ
の
時
、
須
突
あ
り
て
、
和
ホ
百
鹸
、
、
静
か
に
一
つ
の
和
ホ
を
囲
続
み

　
　
　
お
も
ぷ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ほ
か
く

　
　
て
、
徐
に
率
依
り
来
て
、
居
る
下
に
従
き
て
、
進
ま
ず
退
か
ず
、
猶
囲
綾

　
　
め
り
。

と
い
う
事
態
で
あ
り
、
そ
の
後
の

　
　
　
　
　
　
ほ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
そ
の
時
、
鋒
を
挙
げ
て
中
央
な
る
一
っ
の
和
ホ
を
刃
し
て
、
殺
し
捕
る
こ

　
　
と
已
に
詑
へ
ぬ
。

と
い
う
事
態
以
降
は
含
ま
な
い
と
思
わ
れ
る
。
み
づ
か
ら
の
意
志
の
及
ぶ
と
こ

ろ
、
自
力
で
成
し
う
る
と
こ
ろ
は
ト
占
で
あ
る
ウ
ケ
ヒ
の
対
象
で
は
な
く
、
猪

麻
呂
は
自
力
で
は
不
可
能
な
こ
と
（
娘
を
殺
し
た
ワ
ニ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
）

を
、
ウ
ケ
ヒ
を
利
用
し
、
神
を
脅
迫
す
る
形
で
求
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
「
吾
所
傷
給
」
は
萬
葉
緯
本
の
「
吾
に
傷
な
ふ
所
の
和
ホ
を
給
へ
」

の
よ
う
な
理
解
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

４

前
節
の
考
察
を
踏
ま
え
、
猪
麻
呂
の
言
葉
全
体
を
私
に
訓
み
下
せ
ば
次
の
よ

う
に
な
る
。

　
　
あ
ま
つ
か
み
ち
い
ほ
よ
ろ
づ
　
　
　
く
に
つ
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
び
　
こ
の
く
に
　
　
し
づ
ま
　
ま

　
　
天
神
千
五
百
萬
　
地
砥
千
五
百
萬
井
に
当
国
に
静
り
坐
す
三
百
九
十
九

　
　
　
や
し
ろ
　
ま
た
わ
た
つ
み
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
に
．
ぎ
み
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
み
た
暮
　
こ
と
一
，
一
と

　
　
の
社
及
海
若
等
。
大
神
の
和
魂
は
静
り
て
、
荒
魂
は
皆
悉
に
猪
麻
呂
が

　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
た
ま
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
　
み
た
ま
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
そ
二
な
　
　
　
と
こ
ろ

　
　
乞
む
所
に
依
り
給
へ
。
良
な
る
神
霊
に
し
坐
さ
ば
、
吾
が
傷
は
む
所
を
給

　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
み
た
ま
　
　
　
　
か
み
　
　
　
　
　
と
二
ろ

　
　
へ
。
此
を
以
ち
て
神
霊
の
神
た
る
所
を
知
ら
む
。

　
右
の
よ
う
に
訓
み
を
想
定
し
た
上
で
、
特
に
こ
の
文
章
の
用
字
法
・
語
法
と

し
て
問
題
と
な
る
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

　
イ
　
「
良
有
碑
霊
坐
者
」
の
「
有
」
の
用
字
法

　
口
　
「
吾
所
傷
給
」
ま
た
「
知
楠
霊
之
所
楠
」
の
「
所
」
の
語
法

　
右
の
他
に
「
良
有
楠
霊
坐
者
」
の
「
坐
」
を
従
来
と
は
異
な
っ
て
、
指
定
の

マ
ス
と
理
解
し
た
が
、
同
様
の
例
は
出
雲
国
風
土
記
に
、

　
　
　
　
　
　
ま
す
ら
か
み
の
み
こ
に
ま
さ
ぱ

　
　
吾
御
子
、
麻
須
羅
神
御
子
坐
、
所
亡
弓
箭
出
来
（
嶋
根
郡
加
賀
神
埼
条
）

　
　
　
　
　
　
　
ま
　
な
二
に
ま
す

　
　
伊
弊
奈
枳
乃
麻
奈
古
坐
熊
野
加
武
呂
乃
命
　
　
（
意
宇
郡
出
雲
神
戸
条
）

と
あ
り
、
す
で
に
古
事
記
に
も
、

　
　
　
　
す
め
ら
み
こ
と
に
い
ま
す
な
り

　
　
是
者
天
皇
坐
那
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
神
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
は
に
い
ま
し
き

　
　
御
歯
者
如
三
枝
押
歯
坐
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顕
宗
記
）

　
　
し
か
い
ま
さ
ぱ

　
　
「
然
坐
者
恐
。
立
奉
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
記
）

と
あ
り
、
続
紀
宣
命
・
祝
詞
・
萬
葉
に
も
、

　
　
天
豆
日
嗣
之
位
者
大
命
一
小
坐
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
詔
）

天
下
遠
撫
恵
備
賜
事
理
ホ
坐
君
乃
御
世

天
方
万
物
乎
能
覆
養
賜
比
慈
備
敗
心
美
賜
物
仁
坐
源

天
皇
我
大
命
ホ
坐
世

皇
者
神
ホ
之
坐
者

二
七
九

　
　
　
（
一
三
詔
）

　
　
　
（
四
二
詔
）

（
祝
詞
・
春
日
祭
）

（
萬
２
・
二
四
一
）



　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

　
　
斎
祭
神
二
師
座
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
１
３
・
三
二
二
七
）

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
特
に
こ
こ
で
は
問
題
と
し
な
く
て
も
良
い
と
思

わ
れ
る
。

　
イ
　
「
良
有
碑
霊
坐
者
」
（
良
な
る
神
霊
に
し
坐
さ
ば
）
。
「
良
に
神
霊
に
坐
す

な
ら
ば
」
と
も
訓
め
そ
う
で
あ
る
が
、
指
定
の
助
動
詞
ナ
リ
が
活
用
語
に
付
い

た
例
は
上
代
に
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
コ
ト
ナ
リ
と
い
う
語
は
上
代

に
は
確
か
な
例
が
な
い
が
、

　
　
事
不
虚
　
末
己
止
奈
利
介
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
紀
私
記
丙
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト

　
　
斯
（
ノ
ニ
言
（
イ
）
允
な
る
（
コ
ト
）
か
な
＝
矢
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
本
四
分
律
行
事
抄
平
安
初
期
点
）

　
　
こ
の
皮
衣
は
火
に
焼
か
む
に
、
や
け
ず
は
こ
そ
ま
こ
と
な
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
取
物
語
・
火
鼠
の
皮
衣
）

　
　
お
よ
つ
れ
か
も
た
は
こ
と
を
か
も
い
ふ
　
ま
こ
と
に
し
あ
ら
ぱ

　
　
於
与
豆
礼
加
母
多
波
許
止
乎
加
母
云
、
信
淋
有
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
宣
命
五
二
詔
）

な
ど
の
例
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
な
ら
ぬ
か
も

　
ナ
リ
に
「
有
」
を
用
い
た
例
は
、
す
で
に
萬
葉
集
に
「
常
有
沼
鴨
」
（
６
・

　
　
　
　
と
き
は
な
る
い
の
ち

九
二
二
）
「
常
石
有
命
」
（
ｕ
・
二
四
四
四
）
な
ど
の
例
が
見
え
、
播
磨
国
風
土

　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
た
な
る
か
も

記
に
も
「
故
侃
云
、
問
有
哉
。
」
（
賀
毛
郡
穂
積
里
条
）
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
本
風
土
記
で
指
定
の
ナ
リ
に
は
「
在
」
字
も
用
い

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
あ
る
。

二
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
く
に
な
る
か
も

　
　
「
八
雲
立
出
雲
国
者
狭
布
之
稚
国
在
哉
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（
意
宇
郡
）

　
　
　
　
　
や
ま
ぐ
ち
の
と
こ
ろ
な
り

　
　
「
吾
敷
坐
山
口
処
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嶋
根
郡
朝
酌
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
な
り

　
　
「
此
国
者
丁
寧
所
造
国
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嶋
根
郡
手
染
郷
）

　
　
　
く
ま
く
ま
し
き
た
に
な
り

　
　
「
甚
久
々
麻
々
志
枳
谷
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
石
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
ど
こ
ろ
な
り

　
　
「
此
国
者
雛
小
国
国
処
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
石
郡
須
佐
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
く
だ
り
ま
し
し
と
こ
ろ
な
り

　
　
波
多
都
美
命
天
降
坐
処
在
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
石
郡
須
佐
郷
）

　
　
　
　
に
　
た
　
し
　
き
　
を
く
に
な
り

　
　
「
是
者
ホ
多
志
枳
小
国
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
多
郡
三
沢
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

右
の
例
は
す
べ
て
地
名
の
由
来
を
述
べ
た
文
章
に
見
ら
れ
る
。
沖
森
卓
也
氏
は
、

右
の
例
に
つ
い
て
「
指
定
の
ナ
リ
に
『
在
』
が
用
い
ら
れ
る
の
は
萬
葉
集
で
は

一
七
％
に
過
ぎ
ず
、
古
事
記
で
も
『
有
』
で
あ
る
か
ら
、
奈
良
朝
中
央
官
僚
系

の
用
字
法
で
は
な
く
、
辛
亥
年
造
像
記
な
ど
の
古
い
用
字
法
の
流
れ
を
く
む
地

方
性
用
字
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
に
考
え
て

よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
在
」
字
を
含
む
文
章
は
和
銅
の
頃
に
各

郡
か
ら
国
庁
に
提
出
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
猪
麻
呂
の
言
葉
の
「
良
有
」
は
国
庁
に
お
い
て
新
し

く
書
か
れ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
出
雲
国
風
土

記
の
文
章
で
あ
っ
て
も
、
指
定
の
ナ
リ
（
ニ
ア
リ
）
の
用
字
は
、
各
郡
の
書
記

者
と
国
庁
で
の
書
記
者
と
で
、
ま
た
は
和
銅
の
詔
に
近
い
頃
と
天
平
の
勘
造
の

頃
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
上
接
語
が
「
国
・
処
・
谷
」

と
い
う
土
地
を
表
す
も
の
と
「
良
」
と
い
う
状
態
を
表
す
も
の
と
い
う
違
い
が



あ
り
、
そ
の
違
い
に
よ
る
書
き
分
け
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
其
底
陶

　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
は
し
か
り

器
・
選
・
魑
等
類
多
有
也
」
（
秋
鹿
郡
恵
曇
池
）
や
「
国
稚
美
好
有
」
（
秋
鹿
郡

恵
曇
郷
）
の
よ
う
な
「
有
」
も
「
良
有
」
の
「
有
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
を
表

わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
漢
文
体
的
特
徴
の
濃
い
後
半
の
記
事
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
前
半
部
分
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
秋
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

郡
前
半
に
は
「
御
狩
為
坐
時
」
一
大
野
郷
）
と
い
う
よ
う
な
動
詞
「
為
」
の
目

的
語
を
前
置
さ
せ
た
例
も
見
え
る
箇
所
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
上
接
語
の
違
い

に
よ
る
「
在
」
「
有
」
の
書
き
分
け
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

国
庁
に
お
け
る
書
き
手
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ

　
口
　
「
吾
所
傷
給
」
は
「
吾
が
傷
は
む
所
を
給
へ
」
と
訓
ん
だ
が
、
「
所
」
は

モ
ノ
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ト
コ
ロ
を
モ
ノ
ま
た
コ
ト
・

ヒ
ト
の
意
に
用
い
る
の
は
、
日
本
語
固
有
の
用
法
で
は
な
く
、
漢
文
の
「
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

字
の
訓
読
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
希
求
す
る
所
に
随
（
ひ
）
て
、
皆
一
令
一
満
足
一
せ
）
し
む
（
る
）
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ト
コ
Ｏ
　
ト
ラ
レ
ム

　
　
（
ご
と
し
）
。
一
警
一
諸
の
商
人
の
採
ル
所
　
「
イ
採
所
」
一
た
る
一
の
賓
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
諸
の
ゴ
ト
シ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
蔵
十
輸
経
元
慶
七
年
点
）

　
古
事
記
・
続
紀
宣
命
に
も
下
接
の
動
詞
を
体
言
化
す
る
「
所
」
が
あ
り
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

コ
ロ
と
訓
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

　
　
天
皇
詔
「
佐
那
岐
、
阿
嚢
之
言
（
注
略
）
、
如
我
所
思
」
　
　
（
応
神
記
）

　
　
赤
猪
子
答
日
「
（
中
略
）
今
容
姿
既
香
、
更
無
所
侍
」
　
　
　
（
雄
略
記
）

　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

　
　
拙
久
劣
而
無
所
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
詔
）

　
　
天
乃
授
賜
柿
所
方
漸
々
現
雌
武
念
報
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
詔
）

　
「
吾
所
傷
給
」
の
「
所
」
は
、
右
の
よ
う
な
「
所
」
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
、
こ
の
ト
コ
ロ
の
用
法
は
、
上
代
で
は
古
事
記
・
続
紀
宣
命
と
い

う
漢
文
訓
読
と
の
関
係
が
深
い
文
章
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
疑
問
が
持
た
れ
る
が
、
中
田
祝
夫
氏
は
宣
命
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
「
公
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
厳
粛
を
尊
ぶ
」
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
お
ら
れ
、
神
に
対
し
て
用
い
ら

れ
た
語
臣
猪
麻
呂
の
言
葉
も
そ
の
点
は
同
じ
で
あ
っ
て
、
日
常
語
と
は
異
な
る

言
葉
使
い
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
活
用
語
連
体
形
十
ト
コ
ロ
（
モ

ノ
・
コ
ト
等
の
意
）
」
と
い
う
言
い
方
は
、
宣
命
に
限
ら
ず
、
公
式
の
改
ま
っ

た
時
の
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
積
極
的
に
捉
え
た
い
。

　
「
知
棟
霊
之
所
神
」
の
「
所
」
も
ま
た
ト
コ
ロ
と
訓
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
古

典
大
系
本
・
古
典
全
書
本
は
と
も
に
「
神
霊
の
神
た
る
を
知
ら
む
」
と
訓
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「
所
」
を
タ
ル
の
表
記
と
す
る
。
「
所
」
を
タ
ル
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
沖

　
　
　
ゆ

森
卓
也
氏
に
、
上
代
に
は
助
動
詞
タ
リ
を
「
所
」
で
表
記
し
た
と
見
ら
れ
る
確

例
は
な
く
、

　
　
是
以
令
文
所
載
紗
流
跡
止
為
而
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
宣
命
第
二
詔
）

の
「
所
載
移
流
」
が
唯
一
そ
れ
ら
し
い
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

上
代
に
お
い
て
は
「
タ
ル
と
訓
む
場
合
が
あ
る
に
せ
よ
、
『
所
』
字
は
連
体
修

飾
格
指
示
が
本
体
で
あ
っ
て
、
タ
ル
は
訓
み
添
え
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一



　
　
　
　
　
語
臣
猪
麻
呂
（
出
雲
国
風
土
記
）
の
言
葉
と
表
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

あ
ろ
う
」
と
す
る
論
が
あ
り
、
山
口
佳
紀
氏
に
、
古
事
記
の
一
「
所
」
十
動
詞

（
十
「
之
」
）
十
名
詞
一
の
形
式
に
お
け
る
動
詞
の
表
す
動
作
は
既
実
現
の
も
の

に
偏
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
「
所
」
は
完
了
の
ル
・
タ
ル
を
表
記
し
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
と
す
る
論
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

は
一
「
所
」
十
動
詞
一
の
形
の
も
の
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
り
、
「
所
神
」
の
よ

う
な
一
「
所
」
十
名
詞
一
の
形
の
も
の
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
「
所
神
」
の
「
所
」
の
場
合
を
タ
ル
と
訓
む
こ
と
に
は
薦
路
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
た
だ
、
ト
コ
ロ
と
訓
む
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
「
所
」
は
前
の
「
吾

所
傷
給
」
の
場
合
の
「
所
」
と
は
異
な
り
、

　
　
何
乎
怨
志
岐
所
趾
舳
然
将
為
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
宣
命
第
一
八
詔
）

の
例
と
同
様
に
、
抽
象
的
な
コ
ト
の
意
で
あ
る
。

注¢　　＠　 　
「
畿
内
七
道
諸
国
。
郡
郷
名
著
好
字
。
其
郡
内
所
生
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等

物
。
具
録
色
目
。
及
土
地
沃
培
。
山
川
原
野
名
号
所
由
。
又
古
老
相
伝
旧
事
異
事
。

載
干
史
餐
言
上
」
（
続
日
本
紀
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
）

　
田
中
卓
「
出
雲
国
風
土
記
の
成
立
」
（
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』
出
雲
大
社

－
鵠
｝
べ
所
収
）

　
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
上
」
（
塙
書
房
一
８
ド
り
）
第
四
篇
第

二
章
「
諸
風
土
記
の
述
作
」
六
五
〇
頁

　
小
島
氏
前
掲
書
六
五
〇
頁

　
沖
森
卓
也
「
風
土
記
の
文
体
に
つ
い
て
」
（
『
小
林
好
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論

二
八
二

　
集
』
汲
古
書
院
一
８
ド
。
。
所
載
）

＠
　
細
川
本
に
よ
り
、
「
置
」
を
補
う
。

¢
　
沖
森
氏
注
＠
論
文
で
は
、
常
陸
風
土
記
の
割
注
に
和
化
漢
文
二
旦
命
書
き
．
萬
葉

　
仮
名
文
が
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
本
文
で
は
な
く
割
註
で
あ
る
が
故
に
、
和
化

　
さ
れ
た
用
法
が
端
な
く
も
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
「
本
文
に
は
漢
文
体
を
採
用
し
、

　
和
文
体
は
副
次
的
な
文
体
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
」

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ゆ
　
小
島
氏
前
掲
書
六
四
七
頁

＠
　
佐
藤
喜
代
治
『
日
本
文
章
史
の
研
究
』
（
明
治
書
院
５
事
一
◎
）
一
〇
六
頁

＠
　
例
え
ば
ア
ラ
マ
セ
バ
は
上
代
で
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

　
思
ひ
に
し
死
に
す
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば
一
有
麻
世
波
一
千
た
び
ぞ
我
は
死
に
か

　
　
へ
ら
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
葉
４
・
六
〇
四
）

　
大
船
に
妹
乗
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば
一
安
良
麻
勢
波
一
羽
ぐ
く
み
持
ち
て
行
か
ま

　
し
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
葉
１
５
・
三
五
七
一
）

　
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
に
あ
ら
ま
せ
ば
一
安
良
麻
世
婆
一
家
な
る
妹
に
逢
ひ
て
来

　
ま
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
葉
１
５
・
三
六
七
一
）

　
た
だ
し
、
訓
点
資
料
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
謂
ハ
ク
若
シ
（
於
）
燃
燈
ノ
所
二
、
法
ト
シ
テ
菩
提
ヲ
得
シ
コ
ト
有
ラ
マ
セ
バ

　
（
者
）
、
是
レ
則
チ
有
所
得
二
爲
リ
ナ
ム
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聖
語
蔵
本
金
剛
般
若
経
讃
述
嘉
祥
四
年
点
）

　
　
こ
の
例
に
つ
い
て
大
坪
併
治
氏
（
『
訓
離
語
の
研
究
』
風
間
書
房
宕
２
．
。
。
）
は

　
　
「
こ
れ
は
、
マ
セ
バ
に
対
し
て
ム
で
結
ん
だ
珍
し
い
例
で
あ
る
。
平
安
朝
に
な
つ

　
　
て
マ
セ
の
使
用
が
衰
へ
、
呼
応
の
乱
れ
始
め
た
結
果
で
あ
ら
う
か
」
（
一
四
〇
頁
）

　
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◎
　
口
の
訓
み
を
採
る
加
藤
義
成
氏
の
『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
』
（
松
江
今
井
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
店
ら
ｏ
◎
一
・
仰
）
に
「
い
と
お
し
く
思
っ
て
お
哀
れ
み
く
だ
さ
い
の
意
。
…
し
め
は
敬



　
語
助
動
詞
」
と
あ
る
。

＠
土
橋
寛
「
ウ
ケ
ヒ
考
」
一
『
日
本
古
代
論
集
』
笠
問
書
院
Ｈ
竃
９
り
）

＠
　
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
土
橋
寛
『
日
本
語
に
探
る
古
代
信
仰
』
一
中
公
新
書
－
８
◎
」
二
一
〇
四
頁
。
加
藤

　
氏
前
掲
書
に
も
「
そ
れ
に
よ
っ
て
神
霊
が
神
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
ら
し
て
い

　
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す

＠
東
洋
文
庫
『
風
土
記
』
一
吉
野
裕
訳
）
に
も
「
ま
こ
と
に
神
し
き
み
霊
で
あ
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
二
と
　
　
み
た
ま
　
　
　
ま

　
さ
る
な
ら
ば
」
と
あ
り
、
加
藤
氏
前
掲
書
で
も
「
良
に
神
霊
し
坐
し
ま
さ
ば
」
と
訓

　
み
、
語
釈
で
も
「
真
に
神
霊
が
お
あ
り
な
る
な
ら
。
（
中
略
）
神
霊
の
存
在
を
疑
い

　
責
め
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
も
の
の
、
通
釈
で
は
「
真
に
神
霊
で
い
ら
っ

　
し
ゃ
る
な
ら
」
と
あ
る
。

＠
中
田
祝
夫
『
改
訂
古
貼
本
の
國
語
學
的
研
究
　
総
論
篇
』
（
勉
誠
杜
冨
事
巨
一

＠
　
沖
森
卓
也
「
上
代
文
献
に
お
け
る
『
有
・
在
』
字
」
一
「
国
語
と
国
文
学
」
お
奉
３

＠
　
　
是
五
人
並
其
為
人
強
力
、
亦
衆
類
多
之
。
　
　
　
（
景
行
紀
十
二
年
十
月
条
）

　
　
　
是
五
人
並
為
人
強
暴
、
衆
類
亦
多
在
。
　
　
　
（
豊
後
国
風
土
記
速
見
郡
条
一

　
　
右
の
二
文
は
一
方
が
他
方
を
利
用
し
た
も
の
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
漢
文
で

　
は
「
多
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
、
和
銅
の
詔
に
近
い
頃
の
成
立
と
考
え
ら

　
れ
て
い
る
豊
後
国
風
土
記
で
は
「
多
在
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
も
参
考
に
な
ろ
う
。

＠
三
矢
重
松
『
古
事
記
に
於
け
る
特
殊
な
る
訓
法
の
研
究
』
・
福
田
良
輔
「
上
代
に

　
於
け
る
『
所
』
字
の
特
殊
的
用
法
に
就
い
て
」
一
『
古
代
語
文
ノ
ー
ト
』
桜
楓
杜

　
宕
塞
．
Ｎ
所
載
）
な
ど
。

ゆ
　
中
田
祝
夫
『
改
訂
版
古
馳
本
の
國
語
學
的
研
究
　
講
文
篇
』
一
勉
誠
杜
お
事
■
一

　
に
よ
る
。

＠
中
田
祝
夫
注
＠
著
書
一
八
四
頁
）
、
ま
た
山
口
佳
紀
「
古
事
記
に
お
け
る
『
所
』

　
字
の
用
法
と
訓
読
」
（
『
論
集
上
代
文
学
』
第
十
八
冊
－
８
９
さ
）
な
ど
。

ゆ
中
田
氏
注
＠
著
書
（
八
四
頁
一

ゆ
　
三
矢
重
松
前
掲
書
（
六
八
頁
）
に
も
、

　
人
動
も
す
れ
ば
「
所
」
に
「
タ
ル
」
の
義
あ
り
な
ど
説
く
は
、
所
謂
和
習
的
に
て
、

　
早
く
此
の
時
代
よ
り
有
り
し
者
と
見
ゆ
。
出
雲
風
土
記
に
「
良
有
神
霊
坐
者
、
吾

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
所
傷
助
給
　
以
報
知
神
霊
之
所
神
」
と
あ
る
「
所
神
」
も
珍
し
き
が
「
為
神
」
の

　
「
為
」
を
違
へ
た
る
な
り
。

と
あ
る
。

ゆ
　
沖
森
卓
也
「
上
代
文
献
に
お
け
る
『
所
』
字
に
つ
い
て
」
一
「
国
語
と
国
文
学
」

　
－
ｓ
ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ
）

ゆ
　
山
口
氏
注
＠
論
文

語
臣
猪
麻
呂
一
出
雲
国
風
土
記
）

の
言
葉
と
表
記

二
八
三
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